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平 成 ３ ０ 年 度 事 業 計 画 

 

 

１.公益目的事業 

 公 1.【事業内容】 

神奈川県内の中小企業青年従業者の海外視察派遣及び研修会、講演会等を神奈川 

   県と共同開催し、地元産業の振興・活性化を図る事業。 

Ａ.神奈川県中小企業技術者等海外派遣(一般公募) 

本年度は第４８回の派遣をつぎのとおり実施する。 

（ａ）対象者と選抜方法  

県内の同一企業に２年以上勤務し、事業主推薦を受けた中小企業の青年技術者を一

般公募により募集し、財団と県産業労働局、派遣団団長で組織された選考委員会で論

文及び面接審査により選抜する。  

（ｂ）派遣方法 

  ・人 員 ：１５名程度（除く団長・副団長各１名及びサポートスタッフ） 

  ・派遣先 ：ヨーロッパの主要工業国（２カ国程度） 

   ・日 程 ：８日間（派遣時期：平成３０年度下期） 

  ・費 用 ：財団と事業主が負担する。   

 Ｂ.神奈川県商業従業者海外派遣（一般公募、加入団体の推薦応募） 

 本年度は第２４回の派遣をつぎのとおり実施する。 

（ａ）対象者と選抜方法 

県内の中小企業(商業)に１年以上従事する青年従業者から一般公募ならびに県内各

推薦団体（商店街連合会、商工会連合会等）の推薦を受けた応募者を、県産業労働局と

財団を中心に組織された選考委員会で論文及び面接審査により選抜する。 

（ｂ）派遣方法 

   ・人 員 ：１０名程度（除く団長・副団長各１名及びサポートスタッフ） 

   ・派遣先 ：ヨーロッパの主要商業先進国（２カ国程度） 

・日 程 ：８日間（派遣時期：平成３０年度下期） 

・費 用 ：財団と事業主が負担する。 

Ｃ.神奈川県中小企業青年従業者海外派遣団記念式典（当財団設立３０周年記念事業） 

  本年度が当財団設立３０周年となることから、２０周年記念事業と同様、歴代の

の派遣団団員及び事業主との異業種交流・親睦の場とし、今後の本事業活動に資す

ることを目的として、中小企業技術者等海外派遣・商業従業者海外派遣両事業合同

の記念式典を開催する。 

  ・対象者 ：過去１０年間の両派遣団団員、事業主及び県関係者約４２０名 

Ｄ. 産業人材育成フォーラム(一般公募)    

平成２０年度より開始した事業で、神奈川県内の産業従事者に対する講演会、研修
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会等を神奈川県と共催開催し、フォーラムのテーマは、その都度タイムリーでかつ多

くの産業従事者が関心を持つ内容の時事を選定する。本年度のフォーラム内容は県産

業労働局労働部にて基本企画を現在検討中である。 

 

 公２.【事業内容】   

神奈川県内の産業・文化・芸術・生活一般等幅広い分野における調査・研究とそれ

に関する情報発信としての季刊誌発行を通して、県民の文化・芸術の振興、知識の増進

と普及、豊かな人間性を涵養することを目的とする事業。 

Ａ．季刊誌「マイウェイ」の発行 

季刊誌「マイウェイ」を３月・６月・９月・１２月の４回発行とする。 

 発行部数は、従来通り各１７，５００部の発行とする。 

シリーズ号は、「かながわ民俗芸能物語」平成２９年３月号をもって完結したが、

平成３０年３月号から、「浮世絵が描くかながわ」を新シリーズとしてスタートさせ

た。県内各所で所蔵される浮世絵にスポットをあて、県内各地の歴史と風土を考察す

る。 

通常号は、これまで同様、県内の産業・文化・芸術・生活面から、県民に関心の高

い話題性のあるテーマを選び、紹介する予定である。 

Ｂ．「マイウェイ」バックナンバーの一部ＷＥＢ化 

本年度、当財団設立３０周年の節目として、バックナンバーの在庫切れ号を中心に、

本文のＷＥＢ化を図り、お客様のご要望にお応えしていく。 

 

公３．【事業内容】 

神奈川県内の産業・文化・芸術・芸能・生活等に関する講演会、演奏会、公演等を

自主または共同開催し、県民に対する文化・芸術の振興、知識の増進と普及、豊かな

人間性を涵養することを目的とする事業。 

Ａ．ファミリークラシックコンサート  

  (公財) 神奈川フィルハーモニー管弦楽団との共催事業として例年通り開催する。 

  本コンサートは、平成１３年より開始され、主な対象を１２歳以上の子どもと大

人の家族層とし親しみやすいクラシックを基本内容として、音楽芸術の振興と子ど

もの健全な育成に寄与し、親子や家族が豊かな人間性を涵養することを目的とする。 

 本年度は当財団設立３０周年記念公演と位置づけ、神奈川フィルの団員からなる

ユニットに加え、テノール歌手、ソプラノ歌手を招聘し歌曲仕立ての特別公演とす

る。 

Ｂ. 神奈川民俗芸能公演  

  神奈川県民俗芸能保存協会並びに神奈川県との共催事業として、既に４０団体が参 

加し、本年度で９回目となる「2018 きらめくふるさと かながわ民俗芸能祭」を開催 

する。 

 神奈川県内の無形民俗文化財や県内の各地で継承されている多くの民俗芸能を幅 
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広く県民に紹介し、郷土芸能に対する理解を広め、地域文化・芸能の振興と継承に寄

与することを目的としている。 

 １２月に開催する本年度の演目は、現在、神奈川県民俗芸能保存協会において地域

性、実演性等を考慮しつつ検討中であるが、昨年同様５団体の公演を計画している。 

Ｃ. はまぎん財団「ふれあいコンサート」   

音楽を身近に感じ、心豊かな人間性と生活力を涵養していくために、クラシック音 

楽を主とするコンサートを開催し、併せて演奏機会を求めるプロの演奏家へ演奏機会

を提供することにより、音楽芸術の振興を目的としている。   

本年度は、コンサート回数を昨年同様７回(ヴィアマーレで２回、ラウンジコンサ

ートで５回)とし、提供する音楽の質の向上を図っていく。 

 

公４．【事業内容】 

神奈川県内の文化・芸術・芸能の普及・振興と向上に寄与することを目的とする事 

業及び心身障害児者の活動を支援、助成する事業。 

Ａ．第５４回神奈川県美術展への助成 

  主催：神奈川県美術展委員会、神奈川県民ホール、神奈川県、共催：(公財)厚木市 

文化振興財団 

神奈川県における美術芸術の普及振興を図り、県民文化の向上と作家の育成に寄与 

することを目的に開催される公募美術展への「はまぎん財団賞及び副賞金」の提供助

成を例年通り実施する。 

Ｂ．第７４回ハマ展への助成 

主催：横浜美術協会、共催：横浜市 

横浜市民の美術芸術の普及振興と、文化の向上に寄与することを目的に開催される 

公募美術展への「はまぎん財団賞及び副賞金」の提供助成を例年通り実施する。 

Ｃ. 横浜市心身障害児者を守る会連盟への助成 

  心身障害児者のスポーツ活動を通して、心身の健康を促し、余暇の充実を図り市民 

の一員として社会参加を促進することを目的として実施される「横浜市ふれあいスポ 

ーツ大会」での競技参加賞品の提供助成を例年通り実施する。 

 また、成人を迎える心身障害児者たちの社会人への成長を祝すとともに、社会人と 

しての自覚を促すことを目的に開催される「成人を祝う会」への記念品及び運営経費

の一部の提供助成を例年通り実施する。 

 

２.収益事業等 

収１.【事業内容】 

 横浜銀行が所有する多目的ホール『はまぎんホールヴィアマーレ』を広く地域の方

に安価有料開放する際の管理運営事務代行業務を行ない、本受託事業により得た収益

を公益事業実施財源の一部となるよう公益目的事業会計へみなし寄附し公益事業へ

寄与することを目的とする事業。 
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             【平成３０年度計画】     

営業日数          ２８０日       

使用日数(一般)       １８２日       

稼働率           ６５．０％    

 

以上 


